
大
麻
取
締
法
の
改
正
に
向
け
た
議
論

が
最
終
局
面
を
迎
え
た
。
厚
生
科
学
審

議
会
の
大
麻
規
制
検
討
小
委
員
会
で
検

討
さ
れ
た
４
つ
の
論
点
の
う
ち
、「
大
麻

の
適
切
な
利
用
の
推
進
」
と
「
適
切
な

栽
培
及
び
管
理
の
徹
底
」
の
２
つ
で
、

私
ど
も
北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
が
提
供
し

た
資
料
も
引
用
さ
れ
、
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
図
４
の
よ
う
に
産
業
用
ヘ
ン
プ

の
栽
培
関
係
者
の
要
望
を
大
方
満
た
し

た
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評

価
し
た
い
。

個
人
的
に
は
退
職
後
に
始
め
た
活
動

が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
と
同
時
に
、
北
海
道
で
の
ヘ
ン
プ
栽

培
の
復
活
と
産
業
化
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
の
に
十
分
な
道
筋
が
立
っ
た
こ

と
に
安
堵
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の“
布

教
活
動
”
か
ら
よ
り
実
践
的
な
普
及
へ

と
大
き
く
動
く
だ
ろ
う
。

ヘ
ン
プ
を
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
で
担
保

北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
（
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
）

は
12
年
２
月
に
発
足
（
14
年
８
月
に
法

人
登
録
）
し
て
以
来
、
ヘ
ン
プ
を
北
海

道
の
基
幹
作
物
と
し
て
普
及
し
、
北
海

道
農
業
の
活
性
化
と
国
内
ヘ
ン
プ
産
業

の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
き
た
。
現
在
、
個
人
会
員
が
38
名
、

法
人
会
員
が
46
社
、
顧
問
と
特
別
会
員
、

会
友
を
含
め
て
会
員
数
は
１
０
０
を
超

え
た
。
目
指
し
て
い
る
の
は
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
誰
で
も
免
許
を
取
得
す
れ

ば
ヘ
ン
プ
を
栽
培
で
き
る
世
の
中
の
実

現
で
あ
る
。

ヘ
ン
プ
は
、
麻
に
含
ま
れ
る
マ
リ
フ

ァ
ナ
成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ

ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）
の
含
有
量
が

低
い
の
が
特
徴
だ
。
近
年
、
海
外
で
は

大
麻
に
関
す
る
規
制
緩
和
が
進
み
、
鎖

国
状
態
の
日
本
は
取
り
残
さ
れ
て
き

た
。
我
わ
れ
は
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
み
を

活
動
の
対
象
に
据
え
、
嗜
好
用
は
も
ち

ろ
ん
、
医
療
用
の
合
法
化
運
動
は
行
な

っ
て
い
な
い
。
北
海
道
に
拠
点
を
置
き
、

ヘ
ン
プ
の
普
及
啓
発
活
動
、
北
海
道
庁

や
道
議
会
へ
の
要
請
活
動
、
試
験
栽
培・

加
工
試
験
・
市
場
調
査
を
含
む
研
究
開

発
支
援
、
栽
培
者
免
許
・
研
究
者
免
許

の
取
得
支
援
に
取
り
組
み
、
な
か
で
も

海
外
の
ヘ
ン
プ
産
業
先
進
地
の
視
察
・

報
告
に
注
力
し
て
き
た
。

詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
ヘ
ン
プ
を
合

法
化
し
た
国
々
で
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
の
制

限
値
を
設
け
て
管
理
す
る
た
め
の
法
整

備
が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
大
麻
取

締
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
葉
と
花
の
利
用

を
禁
止
す
る
部
位
別
規
制
を
し
て
き
た

が
、
法
改
正
に
よ
り
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
に
基

づ
く
成
分
規
制
に
移
行
す
る
見
込
み
で

あ
る
。
よ
う
や
く
、
ヘ
ン
プ
の
定
義
が

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
で
担
保
さ
れ
る
目
途
が
立

ヘ
ン
プ
を
北
海
道
の
基
幹
作
物
に
！

目
標
は
全
道
で
２
万
ha

北海道ヘンプ協会 代表理事
菊地治己 氏

岩手県盛岡市生まれ。73年に北
大農学部を卒業、同大学院博士
課程を中退し、77年に道立中央
農試に就職。上川農試水稲育種
科長、北見農試研究部長、十勝
農試場長などを経て、2011年３月
に上川農試場長で定年退職。「ほ
しのゆめ」「ななつぼし」「ゆめぴ
りか」など道産米の品種改良に従
事。退職後、ヘンプの普及啓発
活動に取り組む。専門は作物育
種学、農学博士（北海道大学）。

Part3図４：大麻取締法の改正方向の見通し（栽培関係）

《栽培関係者の要望への満額回答か？》
《法改正の方向性を高く評価！》

① �大麻草は原則栽培禁止から、低 THC 品種と高ＴＨＣ品種を区
別して栽培を認める。

② 適正な規制の下での播種用種子の国内生産と全国流通を認める。
③ �海外の優れたヘンプ品種の播種用種子の輸入と国内流通を認め

る。
④ �植物の部位規制から THC 含有量による成分規制へ移行し、成

分検査体制を整備する。
⑤ �伝統的な麻栽培の保護のみならず CBD はじめ新たな栽培目的

も認める。
⑥ �医薬品原料用の高 THC 品種は、特に厳格な管理の下での栽培

を認める。
⑦ �大麻取扱者免許制度を改正し、免許取得の規制を標準化し緩和

する。�  
　特に、大麻研究者免許については、麻薬研究者免許と一元化
する。

⑧ �低 THC 品種の過度な栽培規制を撤廃し、合理的かつ最小限の
規制とする。

⑨ THC 含有量が基準値以下の CBD 製品等の製造販売を認める。

※�北海道ヘンプ協会が厚労省大麻規制検討小委員会の会議資料から推定
した内容
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特 集 大麻取締法の75年振りの大幅な改正でどうなる?! 日本の産業用ヘンプ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

北
海
道
で
ヘ
ン
プ
栽
培
の 

復
活
を
目
指
す
理
由

北
海
道
で
も
明
治
時
代
に
は
政
府
が

麻
と
亜
麻
（
フ
ラ
ッ
ク
ス
）
の
栽
培
を

推
奨
し
、
最
盛
期
に
は
北
海
道
内
に
85

カ
所
も
の
製
麻
工
場
が
あ
っ
た
。
麻
は

次
第
に
亜
麻
に
代
わ
ら
れ
、
戦
後
は
大

麻
取
締
法
の
施
行
、
化
学
繊
維
の
普
及
、

繊
維
の
貿
易
自
由
化
な
ど
に
よ
り
、
麻

栽
培
も
亜
麻
栽
培
も
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
。ヘ

ン
プ
の
復
活
に
向
け
た
取
り
組
み

で
は
、
05
年
に
栽
培
者
免
許
を
取
得
し

た
北
見
市
の
生
産
者
が
オ
ガ
ラ
の
生
産

を
目
的
に
ヘ
ン
プ
を
栽
培
し
て
い
た
が
、

れ
て
い
る
。

22
年
産
は
す
で
に
約
５
万
５
０
０
０

ha
に
減
少
し
、
今
後
、
最
大
３
割
程
度

の
減
反
も
あ
る
と
当
協
会
で
は
予
想
し

て
い
る
。
こ
の
3
割
に
相
当
す
る
１
万

８
０
０
０
ha
に
Ｃ
Ｂ
Ｄ
等
の
新
規
用
途

分
の
２
０
０
０
ha
を
加
え
た
２
万
ha

が
、
北
海
道
に
お
け
る
ヘ
ン
プ
の
目
標

面
積
と
な
る
。
そ
の
経
済
効
果
は
、
最

終
製
品
価
格
で
、
約
１
兆
８
０
０
０
億

円
に
の
ぼ
る
（
図
６
）。

昨
今
の
肥
料
・
農
薬
・
燃
料
等
の
高

騰
の
折
、
生
産
農
家
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
増
え
て
い
る
。
小
規
模
ヘ
ン
プ
栽

培
を
否
定
し
な
い
も
の
の
、
ま
ず
は
大

規
模
畑
作
農
家
、
な
か
で
も
菜
種
や
亜

麻
、
ゴ
マ
な
ど
の
雑
穀
生
産
の
実
績
が

あ
る
専
業
農
家
に
食
用
ヘ
ン
プ
種
子
の

生
産
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
う

し
た
農
家
は
、
ヘ
ン
プ
の
よ
う
な
新
し

い
作
物
の
栽
培
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の

リ
ス
ク
管
理
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
の

こ
と
で
あ
る
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
、
当
協
会
に
お
声
か
け
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
北
海
道
の
ヘ
ン

プ
栽
培
に
期
待
す
る
需
要
家
の
存
在
で

あ
る
。
北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
に
は
、
生

産
者
が
中
心
の
栽
培
部
会
、
需
要
家
が

中
心
の
繊
維
、
食
品
、
住
宅
部
会
と
い

う
四
つ
の
専
門
部
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
あ
る
程
度
、

栽
培
が
広
が
っ
て
か
ら
一
次
加
工
工
場

を
作
る
の
か
、
一
次
加
工
会
社
が
栽
培

を
誘
致
す
る
の
か
。
生
産
者
も
需
要
家

も
、
誰
が
先
駆
的
に
取
り
組
み
、
誰
と

組
ん
で
現
実
化
し
て
い
け
る
か
、
協
会

で
は
、
現
在
、
生
産
者
と
需
要
家
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
ビ
ー
ト
の
製
糖
会
社

が
ヘ
ン
プ
産
業
に
参
入
し
て
く
れ
た
ら

最
高
！
と
い
う
構
想
だ
。
契
約
農
家
に

種
子
を
配
り
、
栽
培
し
て
も
ら
っ
て
、

収
穫
物
を
集
荷
し
、
加
工
場
の
運
用
・

品
質
管
理
ま
で
、
製
糖
会
社
が
も
つ
一

連
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
ヘ
ン
プ
の
栽
培
と

加
工
に
も
役
立
つ
に
違
い
な
い
。
ビ
ー

ト
の
種
子
は
ほ
ぼ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
だ
が
、

種
子
の
輸
入
実
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る

製
糖
会
社
は
有
利
で
あ
る
。

海
外
品
種
の
導
入
は
不
可
欠

ヘ
ン
プ
栽
培
に
と
っ
て
、
品
種
の
問

題
が
一
番
重
要
で
あ
る
。
北
海
道
米
の

品
種
改
良
に
携
わ
り
、
育
種
を
専
門
と

し
て
き
た
私
は
、
こ
れ
ま
で
ヘ
ン
プ
の

品
種
と
栽
培
法
に
関
す
る
調
査
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
国
内
で
作
付

け
さ
れ
て
い
る
栃
木
県
の
育
成
品
種
で

あ
る
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
は
、
北
海
道
で

は
晩
生
の
た
め
採
種
栽
培
は
困
難
で
あ

る
（
北
海
道
農
試
に
よ
る
成
績
あ
り
）。

18
年
を
も
っ
て
終
了
し
、
現
在
、
北
海

道
で
の
栽
培
は
皆
無
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
や
経
緯
を
踏
ま
え
、

北
海
道
で
ヘ
ン
プ
栽
培
の
復
活
を
目
指

す
理
由
は
大
き
く
２
つ
あ
る
。

一
つ
目
は
、
北
海
道
で
は
大
規
模
な

生
産
圃
場
の
確
保
が
容
易
で
あ
る
か
ら

だ
。
北
海
道
に
は
畑
が
約
92
万
ha
（
草

地
を
含
む
）、
つ
ま
り
全
国
の
２
分
の
１

の
畑
が
あ
り
、
全
国
の
４
分
の
１
の
食

料
生
産
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
畑
を
維

持
す
る
に
は
何
種
類
か
の
作
物
を
輪
作

す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

４
年
輪
作
の
事
例
を
図
５
に
示
す
。

我
わ
れ
の
目
標
面
積
は
、
２
万
ha
で
あ

る
。
２
万
ha
の
根
拠
は
、
ビ
ー
ト
（
て

ん
菜
）
の
代
替
作
物
と
し
て
の
作
付
け

で
あ
る
。
北
海
道
の
基

幹
作
物
の
一
つ
で
あ
る

ビ
ー
ト
の
栽
培
面
積
は

約
６
万
ha
で
推
移
し
て

き
た
が
、
近
年
、
健
康

志
向
の
高
ま
り
等
に
よ

る
国
内
の
砂
糖
消
費
の

低
迷
な
ど
か
ら
、
国
は

約
２
割
の
減
反
政
策
を

打
ち
出
し
て
お
り
、
製

糖
会
社
も
製
糖
工
場
の

統
廃
合
を
検
討
す
る
な

ど
、
北
海
道
の
輪
作
体

系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

図５：ヘンプを入れた場合の北海道の輪作体系(例)

ててんん菜菜

ススイイーートトココーーンン

馬馬鈴鈴ししょょ

秋秋播播きき小小麦麦

豆豆類類
（（大大豆豆・・小小豆豆））

ヘヘンンププ （（ヘヘンンププ））

4年輪作：てん菜→馬鈴しょ→秋播き小麦→豆類（スイートコーン）

１０ha

5ha

ててんん菜菜

ススイイーートトココーーンン

馬馬鈴鈴ししょょ

秋秋播播きき小小麦麦

豆豆類類
（（大大豆豆・・小小豆豆））

ヘヘンンププ （（ヘヘンンププ））

4年輪作：てん菜→馬鈴しょ→秋播き小麦→豆類（スイートコーン）

１０ha

5ha

10ha

5ha
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栽
培
試
験
を
行
な
っ
た
。
地
上
部
乾
物

重
は
、
１
ha
当
た
り
約
25‌

t
と
満
足
の

い
く
成
果
が
得
ら
れ
た
が
、
開
花
期
が

９
月
中
旬
と
遅
く
、
種
子
は
登
熟
不
良

の
た
め
に
十
分
な
収
穫
量
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
北
海
道
で
も
早
く

開
花
し
、
種
子
生
産
が
可
能
な
海
外
の

品
種
を
探
索
す
る
こ
と
に
し
た
。

北
海
道
の
気
候
に
合
っ
た
Ｅ
Ｕ
品
種

リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
海
外
品
種
の
な
か

で
、
注
目
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
Ｔ
Ｈ

Ｃ
ゼ
ロ
％
の
品
種
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

輸
入
貿
易
管
理
令
の
規
制
で
、
播
種
用

種
子
の
輸
入
は
で
き
な
か
っ
た
。
北
海

道
農
政
部
に
事
務
局
を
置
く
北
海
道
産

業
用
大
麻
可
能
性
検
討
会
に
て
検
討
を

重
ね
た
も
の
の
、
種
子
の
輸
入
の
実
現

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
19
年
６
月
に
北
海
道
産
業

用
ヘ
ン
プ
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
、
議

会
、
行
政
、
市
民
、
企
業
が
参
加
す
る

体
制
で
、
議
論
を
重
ね
、
提
言
を
続
け

て
き
た
。
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
規
制

が
緩
和
さ
れ
れ
ば
、
国
内
で
遺
伝
資
源

の
解
明
や
育
種
研
究
が
進
む
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
本
由
来
の
新
品
種
が
確
立

さ
れ
る
ま
で
に
少
な
く
と
も
10
年
近
く

を
要
す
る
の
で
、
ま
ず
は
、
海
外
品
種

に
頼
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
。
播
種
用

種
子
の
輸
入
に
関
す
る
法
制
度
が
整

い
、
海
外
の
ヘ
ン
プ
種
子
を
自
由
に
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
北
海
道
で

の
大
規
模
栽
培
が
可
能
と
な
る
。

国
産
を
求
め
る
市
場
は
あ
る

全
国
の
栽
培
面
積
は
10‌

ha
前
後
で
推

移
し
、
神
社
の
鈴
縄
や
し
め
縄
、
七
味

唐
辛
子
の
麻
の
実
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
伝

統
的
な
利
用
に
限
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
海
外
で
は
、
繊
維
が
衣
料

の
原
料
の
ほ
か
、
建
築
素
材
や
自
動
車

の
内
装
品
な
ど
に
、
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
は

食
品
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
な
ど
の
機
能
性
成
分

は
化
粧
品
や
健
康
食
品
等
に
、
新
た
な

原
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

我
わ
れ
は
、
海
外
の
先
行
事
例
を
紹

介
し
、
ヘ
ン
プ
商
品
の
認
知
度
を
高
め
、

輸
入
商
品
で
市
場
を
開
拓
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
き
た
。
高
齢
化
が

進
む
日
本
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
ヘ
ン
プ
商
品
に
と

っ
て
有
望
な
市
場
に
な
り
う
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
製
品
を
生
み
出
す
ヘ
ン
プ
の
汎

用
性
は
、
栽
培
と
商
品
開
発
の
狙
い
が

定
ま
り
に
く
い
と
い
う
弱
点
か
ら
、
準

備
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
め
る

と
い
う
強
み
に
な
る
は
ず
だ
。

海
外
か
ら
の
輸
入
か
、
輸
入
原
料
に

１
０
０
％
頼
っ
て
き
た
が
、
小
さ
く
と

も
す
で
に
ヘ
ン
プ
の
国
内
市
場
は
存
在

し
て
い
る
。
原
料
の
一
部
を
国
産
化
す

る
こ
と
で
、
国
内
の
ヘ
ン
プ
栽
培
が
拡

大
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
解
禁
後
の
展

開
に
ワ
ク
ワ
ク
感
が
止
ま
ら
な
い
。

私
も
、
14
年
か
ら
の
３
年
間
、
研
究

者
免
許
を
取
得
し
、
本
州
の
在
来
種
の

図６：北海道でのヘンプ栽培がもたらす経済効果の試算

ヘヘンンププ 2万万ha のの経経済済効効果果（（現現行行法法とと改改正正法法））

住住宅宅用用断断熱熱材材：：210億億円円
(全全国国新新築築着着工工数数のの1.13%)

ヘヘンンププ100％％ジジーーンンズズ：：1300億億円円
(衣衣料料品品実実消消費費量量のの1.0％％)

ヘヘンンププ繊繊維維

ヘヘンンププ麻麻殻殻

ヘヘンンププ種種子子

ヘヘンンププ花花葉葉

馬馬用用敷敷料料：：16億億円円
(全全国国のの競競走走馬馬のの56%））

CBDタタババココ：：1800億億円円
(国国内内紙紙巻巻たたばばここ販販売売数数量量のの6％％)
(国国内内葉葉タタババココ生生産産量量のの43.6%））

緑緑肥肥還還元元：：10億億円円
(ヘヘンンププ葉葉生生産産量量のの70％％)

殻殻付付きき：：50億億円円
(鳥鳥餌餌のの150％％, 生生薬薬のの100%)

ナナッッツツ：：1500億億円円
(ごごまま輸輸入入量量のの1.6％％)

オオイイルル：：1800億億円円
(亜亜麻麻仁仁油油供供給給量量のの20％％)

ププロロテテイインン：：4320億億円円
(ホホエエイイ国国内内生生産産量量のの36%)

CBDオオイイルル：：6000億億円円
(年年間間500万万人人分分＝＝不不眠眠症症人人口口のの20%)

ヘヘンンププハハウウスス壁壁材材：：555億億円円
(全全国国新新築築着着工工数数のの1.13%)

麻麻炭炭：：4億億円円
(花花火火用用麻麻炭炭100% or竹竹炭炭のの23.4%)

1 ha 収量
雌雄同株
繊維:2.0 t
麻殻:7.0 t
種子:1.0 t
花葉:1.5 t
CBD: 2.0 ％

自自動動車車用用内内装装材材：：250億億円円
(レレククササスス全全販販売売台台数数のの34%)

ヘヘンンププ100％％紙紙袋袋：：50億億円円
(パパルルププ用用竹竹原原料料のの33%)

計計1兆兆7865億億円円

計計1兆兆65億億円円
現現行行法法

改改正正法法

北海道:てん菜作付面積の3分の1
全国:有機JAS栽培面積とほぼ同じ 先先ずずはは かからら
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